
平成 17年 6月期 レ ーダー級海上特殊無線技士試験問題

と紅 讐 七 樹 P 同
1 卿     法      規

(古)解 各は iにしいと神断したものを一つだけ遺よ 答楽用紙の答願に正しく記人 (マーク)してください

〔1! 次のFr tは ｀ 正法にや丈する 峡 線局Jの 主義
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う た だし 受 信のみを日的とするものを含まない J

l 無 線設備の操作を行う干

2 無 線設備の操作の監督を行う青

3 電 線通11を行う者

4 無 線従手十

高免許を受けた無擦航行移動局の免計の有 ll u門

は /「のどれか

1 撫 期限

2  5年

3  4■

4  3 i

〔4〕 無 線従亭者が免計FFrを失って円資付を受けた後

失った角干証を発電したとさにとらなけれはならな

い措『は 次 のどれか

1 究 見した免許証と速やかに廃茶する

2 発 見したLjからlo rl内にそtrJ旨を屈Ⅲ出る

3 発 )とした日から10日以内に発見した先品‐泣を

師 る

4 発 見したHか ら lo日 ll内にPr lを 受けた免

話=を返納する

〔5)無 線従■者|ま無線通信の均常に従事していると

きは tnf前 をどのようにしていなけれ時ならない

か 正 しいものを次のうちから選ナ、

1 通 信i内 の見やすい備所に掲げる

2 通 十=室内に解旨する

3 無 練局に備え付ける

4 師 る

モS〕 レ ーダー鞭海上ヽ 舛〔線技■の資格を有する勧 (

行うこと力【てきる蔵キ!山 脚 局法 lhHnのための

無標Wi門 の無線認出の操作の範囲は 次のど■防■

I レ ーダーのすへての技術操作

2 レ ーダーの外静 う調整装置の技術操作

3 レ ーチーで電旗つ質|〔彫宰を与えないものの技

術操作

4 レ ーダーの外部つ転換装はで電波の質に影官を

去ぼさないものり好村伴作
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〔3J 次の記述は 船舶に世置する無線Miの ためのレ

千ダ~(総 務大E“■示するものを除く )の条件

に四する
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人れるへ言字句を下の経号から選へ

内に

「その‖Rlの航行の安↑を図るた力に必菊と背'
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が少ないものであること J

l 騨

2 内 縮

3 機 械的牲=

4 電 知的雑古

(1)



〔7〕次の記述は、秘密の保澄に関する電波法の規定て  〔 16, 無線従事者の免許を取り消されることがある場
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選へ。

「何人も法律に,1段の定めがある場合を除くほか、     1 引 営続さ6箇月以上無線鞍憐の操作を行わなか

特定の相手方に対して行われる怒線通信を傍受し      っ たとき。

てその 匡 コ を漏らし、又はこれを窃用してはな    2 日 本の国籍を有しない者となったとき。

らない J                       3 電 波法に基づく処分に連反したとき。

4 免 鮮紅を失ぅたとき。

L存 在若 しくは内容

2 相 手方及び記録

3 通 信事項

4 情 報

モ8, 臨時横匿 (電政法第73条第4項の捜査)に おいて   〔 11〕電波法の規定により、免許状を1箇月以内に返触

検査されることがあるのは、次のどれか。         し なければならない場合は、次のどれか.

〔9〕無線航行移動局に備え付けておかなけれまならな   モ 12〕再免粋を受けた無線局は、従前め無線局の無線

1 無 線従事者の41議及び技能

2 無 線従事者の受格及び員数

3 無 線lt事者の動務状況

4 無 線従事者め業務程歴

い書怒は、次のとれか。

, 免 許状

2 無 線測位局め局名得

3 無 線従事者選解任届め写し

4 電 渡渋及すこれに基づく命令の鼻録

1 無 線局の連用の停止を命ぜられたとさ。

2 免 許状を破損し又は汚したとき.

3 無 線局の連用を休止したと言.

4 免 許がその効力を失oた とき.

校査簿をどのよう,こ取り披わなければならないか、

正しいもtrを次trぅちから選べ.

l B免 許状とともに近納する。

2 そ のまま雄航して使用する。

3 新 たなものに取り替える.

4 1年 間保存する

力特レ (2)


